
 

クロスロードとは？ 

以下の手順で進めるカードゲームです。 

 ① 参加者は、災害時に「求められる判断」を想定
した質問に対し、“YES”または“NO”のカード
で回答します。 

② “YES”または“NO”、多数派の回答者は、１ポ
イント獲得します。 

③ 回答について、参加者間で意見交換をします。 

④ ①～③をくり返し、最終的なポイント数で勝敗
を決めます。 

あなたは、 
「海辺の集落の住民」 

地震による津波が最
短 10 分で来るとされ
る集落に住んでいる。
今、地震発生。早速避
難を始めるが、近所の
ひとり暮らしのおば
あさんが気になる。 
まず、おばあさんを見
に行く？ 

YES：見に行く 
NO：行かない 

 

あなたは、 
「一般企業の課長」 

会社にて地震発生。交
通は完全にマヒ。家族
と連絡が取れず、安否
が気になるが、上司と
して部下の安全の確
保を優先すべき責任
もある。自分の仕事を
優先するか、帰宅して
家族の安否を確認す
るか？ 

YES：仕事 
NO：帰宅 

 
 当日は、こんな質問が出されまし

た！あなたなら、どうする！？ 

 

 

 

 

第７回 まちづくり地域懇談会を開催します！ 

第７回 まちづくり地域懇談会では、“地区まちづくり構想（案）”のお披露目をするとともに、

「この構想（案）を具体的に、どのように実行していくか」について議論します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おがワンフェスティバルで、防災シミュレーションゲーム 

「クロスロード」を行いました！（第５回 まちづくり地域懇談会） 

令和元年 11 月 24 日（日）に、小川ホームで開催された「おがワンフェスティバル」にて、

小川西町三丁目周辺地区まちづくり地域懇談会のブースを出展し、防災シミュレーションゲーム

「クロスロード」と、これまでの取組を紹介する「パネル展示」を行いました。 
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●地区まちづくり構想（案）お披露目 

・中間報告として、２年間の議論を取り

まとめた“地区まちづくり構想（案）”

をご紹介します。 

●意見交換 

・構想（案）の実現に向けて、取組の主

体や手順など、今後の進め方を話し合

います。 

ニュース・レター 

開催日時：令和２年３月８日（日）10 時から 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

小川西町中宿地域センター 

会 

場 
第一・第二集会室 

（小川西町 2-30-1） 

（都営住宅 1 階） 

当日の様子 

次回で今年度は最終回です！ 
みなさん是非、ご参加ください！ 

＜例題 > 



 

（第６回）まちづくり地域懇談会を開催しました！ 

令和元年 12 月 15日（日）、第６回まちづくり地域懇談会を開催しました。今年度の完成を目

標とする“地区まちづくり構想（案）”について、事務局よりお示しした「たたき案」をもとに、

議論しました。 

◆ まちの目標（案） “安全・安心の暮らしやすいまち”（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地
区
ま
ち
づ
く
り
構
想
（
た
た
き
案
）
抜
粋 

《問合せ先》 事務局（小平市 都市開発部 都市計画課 計画担当）  

電話 042-346-9554(直通) ／ FAX 042-346-9513 ／ e-mail toshikeikaku@city.kodaira.lg.jp 

議論の内容（主な意見）（一部抜粋） 

＜構想全体について＞ 

・全体像については、概ね良いと思う 

・地区まちづくり構想（案）のタイトルやキャッチフレーズは、地域の方々にもっと危機感を感

じてもらうようなものが良い（例えば、「燃えない、倒れない、まちづくり」など） 

・地区まちづくり構想（案）をわかりやすく、まとめたい 

＜構想の実現に向けて考えるべきこと＞ 

■取組全体について 

・構想（案）を実現していくために、「誰がなにをするのか」を整理する 

・防災やまちづくりを「自分ごと」として考えてもらわないといけない 

■建築物や建替えに関するルールについて 

・本地区に適した建築物や建替えのルールを研究する 

・防災性の向上だけでなく、地域の魅力を高めるルールも含めるべき 

■災害時の円滑な避難について 

・避難経路を把握するため、事前にまちあるきをする 

・避難訓練などを定期的に実施し、日頃から災害に備える 

＜まず取り組むこと＞ 

・定期的に懇談会を開催し、検討の場を設ける 

・既存の交流イベント等にて、構想（案）を周知する 

・防災訓練など、できそうなことから始めていく 

・危険箇所マップを作成し、各戸配布を行う 

・要支援者情報の管理・活用方法を確認、検討する 

・職業大学校の学生と協力して地区の模型を作り、危険性などをビジュアル化して共有する 


